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文
學
博
士
板
山
直
蔵
先
生
逍
悼
記

諦
を
諒
解
せ
ら
れ
た
る
一
大
獅
吼
は
、
宛
然
百
獣
の
僭
伏

の
呪
な
く
ん
ぱ
b
ら
す
、
而
し
て
能
＜
此
泊
園
一
家
言
を

玩
財
咀
肌
，
t”
代
グ
（
以
＇
此
一
大
抱
兵
を
宕
忙
せ
ら
い
た
，
＇

t

は
、
職
さ
し
て
先
生
の
序
殖
の
栂
大
雄
渾
能
く
屁
如
人
の

大
本
領
を
骰
得
し
た
る
に
之
由
る
、
之
を
以
て
一
家
を
修

齊
し
、
郷
然
を
指
道
し
“
施
て
浪
華
文
数
の
振
粛
興
隆
に
貢

献
せ
ら
れ
た
る
の
偉
動
は
、
優
に
之
を
二
百
年
前
懐
徳
堂

の
創
殿
に
伴
ひ
た
る
文
オ
頻
出
徳
川
氏
中
世
に
於
け
る
文

化
進
展
の
偉
観
ご
比
肩
せ
し
む
る
に
足
る
、
尚
且
ヽ
堂
友

會
に
在
て
も
照
さ
に
此
ー
大
偉
人
の
啓
登
指
逍
に
仰
ぐ

0
 0
 0
 0
 

所
り
ら
ん
ぐ
7

し
ご
叱
悲
に
遣
ふ
、
於
是
乎
（
浪
苅
宵
業

c
o
o
o
o
二

;

こ

界
中
杭
氾
乏
鼎
星
11
至
〈
の
旺
無
く

A
ば
あ
ら
ざ
る
也
，

呪
乎
松
巾
先
生
又
次
で
料
歿
の
不
幸
を
見
る
に
於
て
を

や
、
嗚
呼
登
獨
り
浪
蔀
の
み
な
ら
ん
、
亦
貨
に
帝
鼠
偏

道
の
為
め
に
惜
み
て
も
裔
惜
ま
さ
る
を
得
ざ
る
や
0

文
學
博
士
松
山
直
蔵
先
生
追
悼
記

懐
偽
堂
學
長
文
學
博
士
松
山
直
殿
先
生
本
年
四
月
廿
一
―
―

日
逝
去
せ
ら
る
、
嗚
呼
悲
夫
、
去
一
一
一
月
永
田
先
生
を
喪
ひ
、

次
で
先
生
に
及
ふ
、
晏
天
何
ぞ
懐
徳
堂
に
幸
せ
ざ
る
の
太

甚
し
き
乎
、
荘
に
蕪
文
を
草
し
て
其
遺
風
を
偲
び
靭
か
追

墓
の
馘
を
葦
か
ん
。

英
尉
碩
學

J
o
h
n
s̀
uart 
Mill
は
言
富

n由
を
高
唱
す

る
の
前
提
マ
J

し

J‘

枇

の

所

謂

汎

端

邪

説

の

出
現
を
以
て
、
誼
理
骰
見
の
初
一
歩
y
J

せ
り
、
是
蓋

し
他
山
の
石
以
て
玉
を
攻
く
の
理
に
於
て
妍
磋
琢
磨
の
一

効
能
く
真
理
の
彼
岸
に
逹
す
べ
き
逍
程
と
認
め
セ
る
を

今

西

茂

1
0
0
 

喜



以
て
也
、
故
に
同
氏
は
言
論
に
封
し
て
は
絶
封
自
由
主

義
を
標
榜
し
て
、
夫
の
掘
狭
な
る
政
治
家
の
一
種
の
政
策

ょ
b
捻
出
さ
れ
た
る
干
渉
は
、
奥
理
の
光
明
を
甕
蔽
す
べ

き
無
謀
手
段
ご
晰
せ
り
、
又
多
少
色
彩
を
異
に
す
る
も
、

明
治
の
鴻
儒
岡
松
甕
谷
先
生
の
講
筵
に
臨
ま
る
ヽ
や
、
常

に
恰
然
こ
し
て
数
訓
墾
到
猫
さ
>
る
な
し
。
而
る
に
時
恰

か
も
欧
化
主
義
の
旺
な
り
し
際
の
こ
こ
ご
て
、
時
こ
し
て

聰
布
の
中
よ
り
欺
米
の
航
栽
説
を
羅
列
し
て
儒
数
に
封
抗

、
し
嘲
弄
的
批
判
を
試
む
る
あ
る
も
、
先
生
僻
色
少
し
も
動

か
す
諄
々
之
に
反
覆
説
盤
し
て
餘
蘊
な
し
、
而
も
尚
服
せ

ざ
れ
ば
、
平
然
こ
し
て
（
西
洋
は
西
洋
、
東
洋
は
東
洋
）
ビ
結

論
さ
れ
た
る
賓
瞼
談
を
耳
に
せ
し
事
あ

b‘

是
れ
ー
は
反

封
説
を
容
る
ヽ
に
忠
な
る
こ
、
ー
は
反
劉
説
こ
不
争
の
間

に
自
説
を
固
守
す
る
こ
の
差
逃
あ
る
も
、
要
之
、
反
封
説
に

接
す
る
態
度
の
冶
箭
な
る
に
至
て
は
則
一
池
、
従
来
儒
者

の
一
般
的
態
度
は
、
倍
倣
に
し
て
自
家
説
を
以
て
金
甑
無

鮫
こ
し
、
書
生
の
一
異
設
を
質
す
あ
れ
ば
佛
然
色
を
成
し

動
も
す
れ
ば
怒
氣
紛
々
の
態
ぁ
り
、
是
れ
船
家
小
心
の
限

習
ご
し
て
最
も
笑
ふ
に
戴
へ
た
り
、
而
る
に
吾
松
山
先
生

に
在
て
は
、
其
反
針
説
を
容
る
ヽ
態
度
の
寛
大
に
し
て
、
而

文
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博
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松
山
直
蔵
先
生
追
悼
記

1
0
 

も
公
明
な
る
、
前
掲
二
大
家
に
封
し
て
遜
色
無
く
、
流

石
は
平
素
自
由
研
究
の
學
歴
上
左
も
あ
る
べ
し
こ
の
戚

ぁ
b‘
余
、
由
末
彼
翁
に
私
傲
の
餘
、
朱
子
派
に
親
ま
す

平
素
其
常
套
語
た
る
（
天
理
之
公
、
人
欲
之
私
云
々
）
の

言
に
懐
ら
す
、
孵
道
の
（
先
王
之
逍
楳
不
本
諸
敬
天
敬
鬼

紳
者
焉
、
是
無
他
主
仁
義
故
也
、
後
世
儒
者
肉
知
務
窮
理
、

而
先
王
之
道
壊
夫
、
究
理
之
弊
天
典
鬼
紳
皆
不
足
畏
而

巳
、
返
傲
然
獨
立
於
天
地
之
間
也
、
是
後
世
儒
者
通
弊
、

豊
不
天
上
天
下
唯
我
獨
牝
乎
、
且
茫
々
宇
宙
果
何
究
極
、

理
豊
可
究
而
壷
之
乎
、
）
又
（
六
罷
残
鋏
、
縦
其
完
存
、
亦

古
時
言
也
、
安
能
一
ー
得
其
義
弗
謬
乎
、
後
儒
之
説
六
経

者
皆
牽
強
耳
、
大
氏
後
儒
以
一
物
不
識
岱
趾
、
云
々
）
に

推
服
す
る
の
極
時
に
朱
子
に
捐
す
る
卑
見
を
披
露
せ
し

こ
こ
あ
り
、
先
生
毎
時
イ
ト
楡
快
氣
に
傾
聴
せ
ら
る
＞

を
常
．
さ
せ
り
。
而
し
て
今
特
に
先
生
追
憶
の
資
料
こ
し

て
其
立
洪
如
悔
の
徳
を
頌
せ
ん
マ
J

欲
す
る
の
一
事
は
、

去
大
正
八
年
七
月
五
日
登
行
の
『
協
明
主
義
』
雑
誌
上
に

於
て
片
岡
直
温
氏
の
生
似
甕
中
に
於
て
悛
徳
堂
の
講
演

を
阻
止
す
べ
く
進
＾
—
-
口
の
末
、
容
れ
ら
れ
す
し
て
其
不
腺

を
論
じ
た
る
の
貼
に
在
り
、
其
論
議
の
標
的
は
、
主
こ



し
て
片
岡
氏
の
紳
士
逍
に
牽
論
し
た
る
は
勿
論
批
、
ま
た

一
方
よ
り
親
‘
砂
ぼ
堂
の
本
講
演
を
打
諾
し
た
る
を
責
む
る

が
如
き

b
、
先
岱
は
余
の
行
動
に
介
慈
せ
ら
れ
ざ
る
耳
な

ら
ず
、
酎
来
八
年
間
不
翻
の
誘
散
指
道
を
辱
ふ
し
、
且
定

判
着
演
終
了
緑
に
議
師
に
質
間
を
許
さ
れ
、
肉
堂
友
會
に

於
け
る
意
見
の
登
衣
等
栖
め
て
自
由
解
放
的
研
究
態
度
を

以
て
臨
ま
れ
、
余
の
知
識
欲
に
封
し
て
多
大
の
滴
足
を
玉

は
り
た
る
恩
遇
を
戚
謝
せ
ん
か
為
め
に
、
今
左
に
片
岡
氏

に
係
る
一
文
を
録
し
以
て
先
生
寛
容
の
槌
の
ミ
JV
氏
甕
谷

先
生
こ
其
類
を
等
ふ
す
る
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
意

を
表
す
と
云
爾
゜

大
正
入
年
七
月
五
日
装
行
陽
明
主
義
（
二
六
ペ
ー
ジ
乃
至

ニ
八
ペ
ー
ジ
）△
何
ぞ
孝
道
の
衰
へ
た
る

今

酉

茂

喜

大
正
八
年
六
月
二
十
一

8
懐
纏
堂
に
於
て
通
俗
講
演
の
席
上
片
岡
直
温

君
は
「
予
が
大
阪
に
就
識
以
来
経
渭
昇
り
所
感
」
の
題

F
に
ー
場
の
講
演
あ

リ
是
よ
i
J
先
き
六
月
十
八

8
余
は
懐
徳
堂
學
長
松
山
直
蔵
先
生
に
就
苔
固

學
堂
の
光
輝
あ
る
歴
史
さ
徳
性
源
養
及
品
性
向
上
さ
の
堂
規
に
鑑
み
左
の

書
面
を
呈
し
切
々
偲
々
同
講
演
の
延
期
な
懇
請
<
i
J
o

謹
啓
仕
候
頃

H
承
候
漠
花
経
清
界
の
名
士
片
岡
直
湿
君
は
貴
學
堂
に
於

交
暴
博
士
松
山
直
蔵
先
生
逍
悼
記

て
講
演
く
ら
る
A

由
如
此
多
角
の
智
識
な
網
羅
＜
ら
れ
候
事
は
斯
道

研
鑽
の
為
め
に
誠
に
可
慶
賀
事
さ
奉
存
候
而
る
に
同
君
御
生
母
に
は

客
月
二
十
五

8
八
十
八
歳
の
高
齢
を
以
て
卒
去
せ
ら
れ
候
事
は
天
下

周
知
の
事
資
に
有
之
候
因
て
惟
ふ
に
汲
＋
の
清
哀
毀
の
證
に
於
て
宜

・
し
く
紬
壬
的
高
風
な
髄
せ
ら
れ
極
め
て
厳
格
に
諜
ぷ
県
の
誠
意
を
表
・
し

以
て
上
下
一
般
家
庭
の
模
鈍
を
示
さ
ろ
．
へ
さ
筈
な
る
に
涙
痕
未
乾
衰

麻
の
内
媒
敢
て
祠
人
公
含
の
中
に
立
ち
て
昂

H
描
眉
講
演
の
席
に
就

レ

が
ろ
A

は
我
國
太
古
に
於
け
る
開
猿
な
厭
ふ
の
美
風
（
明
治
初
年
底

餃
の
令
あ
i
J
た
ろ
に
も

t
よ
）
孝
道
の
立
場
に
於
け
る
孝
i

ナ
の
至
惜

さ
同
君
の
先
考
、
先
夫
人
の
為
め
に
其
令
名
を
全
ふ
<
ら
る
；
所
以
に

あ
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す
古
来
徽
然

t
る
歴
史
た
有
し
儒
道
の
本
義
忠

孝
の
大
逍
勘
奨
の
木
鐸
た
る
懐
饒
堂
に
於
で
此
非
證
を
敢
て
せ
ら
る

A

は
渡
花
文
壇
の
植
威
に
闘
せ
ざ
る
乎
を
憂
慮
仕
候
老
生
早
さ
に
定

期
講
演
酷
躊
者
の
末
班
な
汚
・
し
古
逍
聞
明
の
風
波
に
浴
す
ろ
9

久
央

仰
願
く
は
老
生
の
徽
忠
な
諒
↓
J

せ
ら
れ
同
君
講
演
の
延
期
な
断
行
P

ら
れ
度
不
堪
態
願
候
冒
漬
尊
殿
恒
憫
不
熊
已
候
敬
具

然
る
に
同
先
生
は
貴
下
の
注
意
の
趣
旨
は
痛
切
な
る
御
好
意
さ
し
て

欣
ん
で
御
請
せ
ん
も
如
何
P
ん
片
岡
君
講
演
の
儀
は
御
老
母
生
前
よ
り

の
宿
題
に
・
し
て
過

H
漸
く
快
諾
を
得

t
る
上
既
に
夫
々
通
知
な
し
登
し

t
ろ
後
な
れ
ば
今
更
髪
夏
出
来
ざ
る
由
に
て
此
非
證
な
ろ
諸
演
は
途
行

せ
ら
る
；
に
至
れ
り
、
夙
放
の
類
敗
士
逍
の
不
振
何
ぞ
ー
に
此
に
至
る
、

嗚
呼
是
可
忍
也
執
不
可
忍
也
。

レ

レ

判
も
父
母
の
表
は
之
な
重
服
↓
J

云
ふ
天
子
に
亮
陰
＜
J

云
ふ
は
獣
す
る

の
意
「
マ
『
ト
ニ
モ
ダ
ス
」
さ
訓
す
天
子
日
々
に
萬
民
の
訴
な
断
給
ふ

1
0
¥
 



に
一
同
に
獣
し
て
不
聞
食
故
な
リ
．
倫
書
に
亮
陰
一
11.llr不
言
さ
在
tJ
て
徹

レ

底
謹
憧
な
意
昧
せ
り
、
大
賓
令
に
父
母
の
表
な
重
服
さ
す
不
飲
酒
不
食
肉
、

v

>

>

レ

不
弔
、
不
賀
不
御
棄
其
不
弔
、
不
賀
は
即
沈
獣
な
煎
昧
t
-
l
J
饒
川
綱
吉
腔
軍

レ
＂

貞
享
元
年
二
月
服
忌
令
の
制
定
ば
其
法
意

t
る
寅
に
大
賓
令
に
衰
P
l
J
、

郁
在
官
者
は
表
中
は
一
年
問
家
届
し
て
服
関
る
の
後
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
得
レ
ニ

就
誠
而
し
で
後
世
奪
情
従
公
の
制
あ
り
勅
に
よ
リ
て
哀
情
を
奪
ひ
て
＊
官

に
就
か
し
む
、
之
を
起
服
マ
J

云
ふ
即
今
の
除
服
出
仕
是
也
、
降
て
明
治
三

年
司
法
省
伺
式
部
僚
回
答
「
混
猿
開
猿
の
儀
は
線
て
被
康
候
事
に
有
之
、
忌

ほ
従
前
の
通
服
は
稗
事
に
は
不
及
憚
儀
に
候
へ
ば
目
か
ら
渭
滅
の
姿
に
有

レ

レ

之
餃
」
叉
同
年
九
月
に
ば
「
重
闊
服
名
共
自
今
天
長
節
拝
賀
に
憚
ろ
に
及
は

す
候
」
マ
J

の
布
達
ぁ
IJo

如
上
法
令
の
上
よ
り
見
る
も
早
分
は
従
前
の
通
ご
あ
iJ
て
徽
乎
不
動
、
一

方
不
及
憚

Jゞ

ば
所
謂
「
遠
慮
に
及
ば
す
」
さ
の
一
種
の
許
可
法
に
過
ぎ
す
而

レ
レ

し
社
會
の
上
流
に
位
し
所
謂
徳
性
の
瀾
養
さ
入
格
の
向
上
な
旨
義
さ
せ
ら

る
A

紳
士
き
し
て
は
宜
し
く
許
可
的
法
意
に
抱
は
ら
す
之
を
憚
り
之
な
遠

慮
し
以
て
内
、
心
夷
の
十
全
な
期
す
る
さ
同
時
に
、
外
、
計
倉
に
野
し
て
畢

哀
の
逍
の
遺
憾
無
き
な
知
ら
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
ろ
也
，
之
れ
や
が
て
風

文
學
博
士
松
山
直
蔵
先
生
追
惇
記

敦
の
敦
厚
、
士
逍
の
敬
惹
を
期
待
す
る
所
以
な
IJ
さ
す
。

片
岡
君
以
謂
ら
く
身
饗
宴
に
列
す
る
に
あ
ら
す
畜
蝶
渠
場
に
臨
む
に

あ
ら
す
、
唯
自
己
の
所
感
を
公
衆
に
披
漉
す
ろ
し
の
何
偽
れ
ぞ
非
頑

t

ら
ん
さ
、
そ
は
眼
に
一
丁
字
無
さ
褐
寛
博
の
言
さ
し
て
之
を
醐
か
ん
は

可
な
れ
ど
而
も
、
宮
互
茂
か
累
れ
、
信
、
中
外
に
沿
く
、
時
に
至
尊
御
連
枝

の
駕
な
其
邸
に
柾
げ
ら
れ
寵
幸
異
敷
畜
饒
望
隆
々
た
ろ
氏
の
事
さ
し
て

首
肯
す
ぺ
か
ら
す
乃
應
さ
に
孝
逍
の
翼
髄
を
開
得
せ
ざ
ろ
べ
か
ら
ざ
る

也
、
詩
蓼
我
四
章
に
云
ふ
父
サ
生
我
、
サ
母
鞠
我
招
我
畜
畜
我
、
長
我

レ

レ

育
我
、
顎
我
．
復
我
畜
出
入
腹
我
、
欲
報
之
徳
美
天
岡
極
。
叉
孝
経
首

二

平
に
云
ふ
夫
孝
徳
之
本
也
、
数
之
所
由
生
也
さ
又
云
ふ
庄
事
愛
敬
、
死

二

事
哀
戚
、
牛
民
之
本
微
央
、
死
生
之
義
備
央
、
孝
子
之
事
親
終
央
3
J

其
詩

の
情
に
完
ふ
し
て
婉
轄
切
至
な
る
、
而
し
て
孝
経
の
文
な
麗
し
て
孝
道

の
始
終
な
論
す
ろ
至
央
猫
央

•
,
J謂
ふ
ぺ
し
畜
由
来
同
君
の
生
母
に
於
け

ろ
之
な
養
ふ
の
鮎
に
於
て
は
僅
に
孝
の
一
端
を
容
ろ
す
べ
き
し
、
其
褒

に
丁
て
ゃ
哀
戚
の
情
慇
な
ら
す
、
追
念
の
意
切
な
ら
す
＾
し
て
孝
逍
の
小

罷
に
得
t
v
J
マJ
す
る
も
大
憫
に
失
せ

vJ
さ
謂
は
ざ
る
ぺ
か
ら
す
0

孝
道

の
衰
へ
た
る
何
そ
ー
に
此
に
至
ろ
乎
゜
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